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೥ɺ৽たͳಓのӺ͕Φʔϓϯしましたࠓ

　筑西市の国道50号沿いに、今年７月、北関東最大級を
誇る新たな道の駅「グランテラス筑西」がオープンしました。
約4.8ヘクタールの広大な敷地には、大型車43台を含

む 361台分の駐車場が整備され、長距離運転者の休憩を
想定したコインランドリーやコインシャワーも完備されてい
ます。
　また、物産直売所、ベーカリー、レストラン、大手コー
ヒーチェーン店「スターバックス」など充実した飲食・ショッ
ピング施設の他、屋内型キッズスペースなども整備されて
おり、ご家族でお楽しみいただけます。

　境町の道の駅さかい内に、今年４月、世界的建築家・
隈研吾さんの設計による「さかい河岸レストラン茶蔵
（ちゃぐら）」がオープンしました。建屋外観には県内産
のスギ材を用い、店内には天井から地元さしま茶で染め
た布がかけられ、あたたかな空間を演出しています。
　また、１階では地元食材を使用したビュッフェ、２階
ではさしま茶やスイーツを楽しめるサロンのほか、常陸
牛や梅山豚（めいしゃんとん）などを堪能できる鉄板焼
き（完全予約制）をお楽しみいただけます。

⾢ಓのӺ�άϥϯςϥεஜ੢

⾢͔͞いՏ؛Ϩετϥϯ஡ଂ
ʢಓのӺ�͔͞い಺ʣ

台風第１９号により、亡くなられた方々の
ご冥福を心からお祈り申し上げますとともに、
被災されました皆様にお見舞い申し上げます。
　県議会としても、一刻も早い回復に向けて、
復旧活動に、全力で取り組んでまいります。

令
和
元
年
第
三
回
定
例
会
は
、
八
月
三

十
日
か
ら
九
月
二
十
六
日
ま
で
二
十
八
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
議
員
な
ど
か
ら
、
台
風
第
十
五

号
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
に
対
す
る
支
援

を
求
め
る
意
見
書
な
ど
、
知
事
か
ら
、
茨
城

県
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

代
表
質
問
は
、
知
事
就
任
後
二
年
を
振
り

返
っ
て
の
県
政
運
営
の
評
価
、
性
暴
力
被
害

に
係
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充

実
、
認
知
症
対
策
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
項

目
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。（
二
～
三
面
）

一
般
質
問
は
、
儲
か
る
農
業
の
推
進
、
災

害
時
の
大
規
模
停
電
対
策
、
防
災
体
制
の
強

化
、
ひ
た
ち
な
か
地
区
に
お
け
る
新
た
な
工

業
団
地
造
成
、
東
海
第
二
発
電
所
の
再
稼
働

に
対
す
る
認
識
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。（
四
～
六
面
）

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の
審
査
、

そ
の
他
所
管
事
務
に
関
す
る
質
問
を
行
い
、

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
指
定
に
向
け
た
対
応
、

外
国
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
、
障

害
者
手
帳
カ
ー
ド
化
に
向
け
た
考
え
、
台
風

第
十
五
号
被
害
へ
の
補
助
、
土
木
部
技
術
職

員
の
技
術
継
承
の
取
り
組
み
、
あ
お
り
運
転

の
対
応
状
況
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。

（
七
面
）

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
歩
行
者
が
い
る

横
断
歩
道
で
の
一
時
停
止
の
周
知
・
指
導
な

ど
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。（
八
面
）

　

産
業
の
育
成
・
振
興
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
で
は
、
県
内
産
業
の
育
成
・
振
興
に

関
す
る
諸
方
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
中
間
報

告
を
行
い
ま
し
た
。（
三
面
）

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
平
成
三
十
年
度

茨
城
県
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
な
ど
に

つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
六
面
）

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、

報
告
、
意
見
書
、
請
願
な
ど
の
四
十
三
件
の

議
案
が
可
決
、
同
意
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま

し
た
。 第

三
回
定
例
会
の
概
要
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第３回定例会の
主な日程

議
員　

知
事
は
、
先
の
選
挙
に
お
い

て
「
新
し
い
茨
城
」
づ
く
り
を
力
強

く
訴
え
て
き
た
が
、
就
任
後
二
年
を

振
り
返
り
、
こ
れ
ま
で
の
県
政
運
営

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
知
事
の
目
指
す
「
新
し
い
茨

城
」
の
姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

知
事　

自
ら
変
革
の
先
頭
に
立
ち
、

新
た
な
発
想
で
果
敢
に
挑
戦
し
て
き

た
と
自
負
し
て
お
り
、「
新
し
い
茨

城
」
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、
着
実

に
進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

未
曽
有
の
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会

と
い
う
、
今
後
進
む
べ
き
モ
デ
ル
や

目
標
の
な
い
困
難
な
状
況
に
お
い
て
、

県
民
の
、
特
に
若
い
世
代
の
皆
さ
ん

が
、
自
身
の
か
な
え
た
い
夢
に
向

か
っ
て
挑
戦
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
な

県
づ
く
り
に
向
け
て
、
今
後
も
そ
の

先
頭
に
立
っ
て
挑
戦
し
て
い
く
。

議
員　

大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
元
気

に
、
健
や
か
に
成
長
さ
せ
て
い
く
た

め
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

少
子
化
の
要
因
で
あ
る
未
婚

化
・
晩
婚
化
の
進
行
や
、
待
機
児
童

の
発
生
、
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
の
課

題
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
を
一
体
的
に

展
開
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
「
茨

城
県
次
世
代
育
成
プ
ラ
ン
」
を
改
定

し
、
す
べ
て
の
県
民
が
結
婚
や
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
、
子
ど
も
が
健

や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
労
働
力

の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

高
齢
者
の
方
々
が
そ
の
経
験
や
知
識
、

技
術
を
活
か
し
、
長
寿
社
会
の
中
で

活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
策

の
展
開
が
必
要
と
考
え
る
。
今
後
、

高
齢
者
の
活
躍
促
進
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

議
員　

安
心
安
全
な
茨
城
づ
く
り
に

向
け
て
、
過
去
の
災
害
に
お
け
る
教

訓
を
活
か
し
、
地
域
防
災
計
画
を
ど

の
よ
う
に
改
定
し
、
防
災
対
策
の
充

実
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

知
事　

被
災
者
支
援
活
動
が
効
果
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
行
政
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
の
連
携
体
制
の

構
築
な
ど
を
地
域
防
災
計
画
に
位
置

付
け
、
関
係
団
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
な
ど
を
行
う
「
中
間
支
援
組
織
」

の
育
成
に
努
め
る
な
ど
、
災
害
の
教

伊沢　勝徳 議員
いばらき自民党
土 浦 市 選 出  

一括方式

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ

環
境
づ
く
り

長
寿
社
会
に
お
け
る

高
齢
者
の
活
躍
促
進

知
事　

企
業
に
よ
る
定
年
延
長
や
継

続
雇
用
制
度
の
導
入
な
ど
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
派
遣
時
間
拡
大
の
市

町
村
へ
の
働
き
掛
け
や
、
高
齢
者
の

方
々
も
対
象
と
な
る
就
職
面
接
会
を

新
た
に
開
催
す
る
な
ど
、
関
係
団
体

や
市
町
村
な
ど
と
の
連
携
を
し
っ
か

り
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の
多
様
な

就
労
機
会
の
確
保
と
就
労
意
識
の
醸

成
に
努
め
て
い
く
。

議
員　
「
親
亡
き
後
」
も
見
据
え
、

障
害
の
あ
る
方
々
が
、
障
害
の
程
度

や
内
容
に
応
じ
て
、
自
ら
に
ふ
さ
わ

し
い
居
場
所
を
十
分
に
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

障
害
者
一
人
一
人
の
希
望
に

沿
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や

地
域
資
源
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ

て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
相
談
支
援
専

門
員
の
養
成
や
、
地
域
に
お
け
る
居

住
支
援
の
た
め
の
機
能
を
集
約
し
た

「
地
域
生
活
支
援
拠
点
」
整
備
の
市

町
村
へ
の
働
き
掛
け
な
ど
を
通
じ
て
、

き
め
細
か
な
支
援
の
提
供
が
可
能
な

居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

障
害
の
あ
る
方
々
の

居
場
所
づ
く
り

訓
を
活
か
し
な
が
ら
適
時
・
適
切
に

地
域
防
災
計
画
を
改
定
し
、
防
災
対

策
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
世
界
湖
沼
会
議
の
成
果

を
踏
ま
え
た
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
へ

の
取
り
組
み
、
本
県
農
業
の
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
す
政
策
、
本
県
の
経

済
発
展
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

そ
れ
を
下
支
え
す
る
建
設
産
業
の
育

成
と
担
い
手
確
保
な
ど
も
質
問
）

知
事
就
任
後
二
年
を

振
り
返
っ
て
の
県
政
運
営
の
評
価

過
去
の
災
害
に
お
け
る
教
訓
を

活
か
し
た
取
り
組
み

ことば

議
員
な
ど
提
出

◆
意
見
書

○
台
風
第
十
五
号
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
に
対
す
る
支
援
を
求
め
る

意
見
書

○
豚
コ
レ
ラ
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

○
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根
絶
に
向
け
た
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

ほ
か
四
件

知
事
提
出

◆
令
和
元
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
五
件

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
十
一
件

◆
人
事

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
五
件

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て
（
茨
城
中
央
工
業
団
地
（
笠
間
地

区
）
事
業
用
地
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
七
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に

つ
い
て

請　

願

○
文
化
財
建
造
物
に
対
す
る
支
援
を
求
め
る
請
願　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
二
件

　

議
員
は
次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方

式
を
選
択
で
き
ま
す
。

○
一
括
方
式　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し

て
質
問
し
、
一
括
し
て
答
弁
を
求

め
る
方
式
。

○
分
割
方
式　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問

し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を
求
め
る

方
式
。

質
問
方
式
に
つ
い
て

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど

※
意
見
書
及
び
請
願
の
全
文
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

※【代表質問】…会派を代表して行う質問を代表質問といいます。茨城県議会の場合には、４人以上の会派が代表質問を行うことができます。なお、議員個人の立場で行う質問を一般
質問といいます。

子どもが健やかに育つ環境を

産業の育成・振興に
関する調査特別委員会

９
月
４
日︵
水
︶

伊い
ざ
わ沢　
　

勝か
つ
の
り徳
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

設し
だ
ら楽

詠え

み

こ
美
子
︵
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

９
月
５
日︵
木
︶

八や
し
ま島　
　

功い
さ
お男
︵
公　
　

明　
　

党
︶

●
質
問
者

代表質問※（要旨）

　令和元年第3回定例会は、以下の会期
日程で開催されました。

■８月30日（金）　 本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

■９月４日（水）　 本　　会　　議

　　　５日（木）  （代表質問・質疑）

■９月６日（金）

　　　９日（月）  
（一般質問・質疑）　　　10日（火）

　　　11日（水）

■９月13日（金）
　 常 任 委 員 会

　　　17日（火）

■９月18日（水）　 本　　会　　議
（予算関係議案常任委員長報告等）

■９月19日（木）

■９月20日（金）　 予算特別委員会

■９月24日（火）　 決算特別委員会

■９月26日（木）　 本　　会　　議
（委員長報告、採決、閉会）

}

}
} 本　　会　　議

議
場
で
の
質
問
の
様
子
は
、

こ
ち
ら
か
ら
録
画
映
像
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
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代表質問（要旨）

議
員　

高
齢
者
な
ど
か
ら
通
院
や
日

常
生
活
の
移
動
手
段
確
保
を
心
配
す

る
声
が
あ
る
。
隣
接
市
町
村
の
病
院

へ
の
乗
り
入
れ
な
ど
、
市
町
村
を
越

え
た
広
域
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
の

充
実
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

市
町
村
で
の
取
り
組
み
を
、

地
域
協
議
会
な
ど
の
場
を
通
じ
て
情

報
提
供
や
助
言
を
行
い
後
押
し
し
て

い
く
。
交
通
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
、

地
域
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
総

合
的
に
支
援
し
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

被
害
者
支
援
の
た
め「
性
暴

力
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

茨
城
」
が
設
置
さ
れ
た
。
医
療
的
ケ

ア
や
証
拠
の
採
取
が
で
き
る
よ
う
病

院
拠
点
型
へ
発
展
さ
せ
、
二
十
四
時

間
三
百
六
十
五
日
の
相
談
体
制
を
目

指
す
な
ど
、
さ
ら
な
る
支
援
の
充
実

が
求
め
ら
れ
る
が
、
知
事
の
考
え
は
。

知
事　

新
た
に
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
相
談
時
間
の
延
長
や
支
援
員
の

確
保
、
医
療
費
支
援
の
拡
充
な
ど
を

進
め
て
い
く
。
病
院
に
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
相
談
窓
口
を
設
け
る
こ
と
は
、

産
婦
人
科
医
療
や
相
談
な
ど
総
合
的

な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
提
案
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関

と
今
後
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

県
立
高
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環

境
の
整
備
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
体
育
館
な
ど
老
朽
化
し
た
施

設
の
整
備
改
修
を
計
画
的
に
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
に
つ

い
て
、
試
験
的
に
一
部
で
導
入
し
て

い
た
授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
を
、
令
和

二
年
度
に
は
全
県
立
高
校
で
活
用
で

き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。
老
朽
化

し
た
学
校
施
設
は
緊
急
性
に
応
じ
速

や
か
に
改
修
を
行
い
、
併
せ
て
長
寿

命
化
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
母
子
家
庭
へ
の
住
宅
支

援
、
保
健
所
の
歯
科
医
師
・
歯
科
衛

生
士
の
配
置
、
外
国
人
が
暮
ら
し
や

す
い
茨
城
づ
く
り
な
ど
も
質
問
）

議
員　

認
知
症
施
策
の
柱
は
共
生
と

予
防
で
あ
り
、
特
に
「
共
生
」
を
進

め
る
上
で
、
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
施
策
が
重
要
で
あ
る
。
超
高
齢

社
会
を
展
望
し
、
認
知
症
対
策
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

共
生
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
躍
の

場
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
認
知
症
の

方
が
自
ら
相
談
や
仲
間
づ
く
り
を
す

る
活
動
の
推
進
な
ど
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。
ま

た
、「
元
気
ア
っ
プ
！
リ
い
ば
ら
き
」 ※1

の
活
用
な
ど
、
認
知
症
予
防
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
も
充
実
さ
せ
て
い
く
。

議
員　

い
じ
め
根
絶
に
は
、
強
い
決

意
と
明
確
な
発
信
力
が
必
要
で
あ
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
悩
み
相
談
の
通
年

運
用
を
実
現
し
中
高
生
の
心
の
苦
難

を
分
か
ち
合
い
問
題
の
深
刻
化
を
防

い
で
も
ら
い
た
い
。
い
じ
め
根
絶
に

向
け
た
決
意
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

八
月
に
開
設
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相

談
窓
口
に
は
九
月
一
日
現
在
で
、
五

百
六
十
六
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

内
容
な
ど
を
分
析
し
、
開
設
時
期
や

期
間
の
見
直
し
を
含
め
、
改
善
を
検

討
し
て
い
く
。
相
談
体
制
の
充
実
を

図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
い
じ
め
根

絶
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

結
婚
観
の
変
化
な
ど
に
的
確

に
応
え
、
新
し
い
結
婚
の
形
と
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
を
、
若
い
方
な
ど
へ
広

く
提
案
し
て
い
く
べ
き
。
今
後
の
結

婚
サ
ポ
ー
ト
へ
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

高
校
生
対
象
の
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
、
若
い
世

代
に
結
婚
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
若
者
が
利
用
し
や
す
い

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
導
入
の
検
討

な
ど
出
会
い
の
機
会
創
出
に
努
め
、

結
婚
支
援
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
在
留
外
国
人
材
の
活
躍

推
進
、
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
※2

対
策
な
ど
も
質
問
）

設楽　詠美子 議員
県民フォーラム
筑 西 市 選 出

分割方式

八島　功男 議員
公 　 明 　 党
土 浦 市 選 出

一括方式

い
じ
め
根
絶
と

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
悩
み
相
談

茨
城
で
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

実
現
に
向
け
た
結
婚
サ
ポ
ー
ト

県
立
高
等
学
校
の
設
備
等
の
充
実

高
齢
者
・
障
が
い
者
そ
し
て
、
妊
産
婦
の

た
め
の
広
域
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
充
実

性
暴
力
被
害
に
係
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

認
知
症
対
策
へ
の
取
り
組
み

産業の育成・振興に関する
調査特別委員会を開催しました

茨城県議会 ICT化検討会議を開催しました

要約筆記を試験的に実施しました

「産業の育成・振興に関する諸方策の在り方」について
中間報告を行いました。

　今年３月に 15 名の委員で設置された本委員会（山
岡恒夫委員長）では、県に対し産業活性化の推進を促
す提言を行うため、「産業の育成・振興に関する諸方策」
について調査検討を進めています。
　調査に当たっては、国の動向を把握するとともに、
県執行部から県の取り組みの現状・課題などについて
説明聴取を行いました。また、第４回委員会（８月 22
日開催）では、株式会社カスミ代表取締役社長の石井
俊樹氏をお招きするなど、活発な議論を行ってきまし
た。
　今定例会では、県で来年度に向けた予算編成が開始
されるこの時期にあわせて、最終日（９月 26 日）に
中間報告を行いました。
　中間報告では、企業誘致を促進するための環境づく
りや、科学技術やものづくり、農業など本県の特徴や
地域資源を生かした取り組みを重点的に進めていくこ
となど、委員会での調査検討の内容が予算や組織体制
などに適宜的確に反映され、効果ある施策が速やかに
実施されるよう知事に求めました。
　今後も、次回定例会での最終報告書の取りまとめに
向け、引き続き精力的に調査検討を進めてまいります。

　今年３月に 12 名の委員で設置された本会議（白田
信夫座長）では、議会のＩＣＴ化について調査検討
を進めています。
　第３回会議（７月 22 日開催）では、ＩＣＴ化の方
向性について検討を行いました。また、第４回会議（８
月 30 日開催）では、各会派から提出された意見をも
とに、ＩＣＴ化を進める上での課題や整理すべき事
項などについて、さらに検討を行いました。
　今後は、10 月の県外調査を経て、12 月の第５回会
議において、議長に答申を行うための案を取りまと
める予定です。

　今定例会では、聴覚に障害のある方の議会傍聴に
対応するため、９月９日の本会議・一般質問におい
て、要約筆記を試験的に実施しました。議員の質問
と執行部の答弁を要約して傍聴席のモニターに映し、
５名の傍聴者が利用しました。

ことば ※1【元気アっプ！リいばらき】…ウォーキングや健診受診などの健康づくり活動にポイントを付与し、そのポイントを景品などと交換できる「いばらきヘルスケアポイント」参加に必要な県公式アプリ。
※2【SOGIハラスメント】…SOGI（ソジ）は、好きになる人の性別を表す性的指向「Sexual Orientation」と、自分が認識する性別を表す性自認「Gender Identity」の略語で、性的マイノ

リティーの方たちへの差別的な発言や嫌がらせなどを指す。

県立高校のICT教育環境の早期充実を
（電子黒板を活用した授業の様子）

中間報告を行う下路健次郎副委員長

議場における要約筆記の様子 子どもたちのSOSをしっかりと受け止める
相談体制の充実を（LINEでの相談対応）
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国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　

推
進
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

丨
国
体
で
は
天
皇
杯
・
皇
后
杯
を
獲
得
丨

　

茨
城
国
体
が
開
催
さ
れ
、
本
県
は
、
四
十
五
年
ぶ
り

と
な
る
天
皇
杯
（
男
女
総
合
優
勝
）、
皇
后
杯
（
女
子

総
合
優
勝
）
を
獲
得
す
る
な
ど
、
茨
城
県
選
手
団
の
活

躍
は
、
県
民
に
大
き
な
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
期
間
中
は
全
国
か
ら
多
く
の
方
々
が
茨
城
県
を
訪

れ
、
相
互
に
交
流
を
深
め
る
な
ど
活
気
に
満
ち
た
素
晴

ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
台
風
第
十
九
号
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
開
催
に
向
け
尽

力
さ
れ
た
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
練
習
に

励
ん
で
き
た
選
手
の
皆
様
の
献
身
と
努
力
に
よ
り
培
わ

議
員　

焼
き
芋
や
干
し
芋
な
ど
が
国
内

外
で
大
変
注
目
さ
れ
て
い
る
中
、
か
ん

し
ょ
の
生
産
拡
大
や
干
し
芋
事
業
へ
の

参
入
支
援
な
ど
に
よ
り
、
好
調
な
需
要

を
本
県
に
取
り
込
み
、
儲
か
る
農
業
に

導
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
所
見
は
。

農
林
水
産
部
長　

荒
廃
農
地
の
再
生
支

援
な
ど
に
よ
り
、
県
内
加
工
業
者
の
不

足
分
の
生
産
に
必
要
な
作
付
面
積
を
拡

大
す
る
。
ま
た
、
自
ら
干
し
芋
事
業
に

取
り
組
も
う
と
す
る
農
業
者
に
対
し
て
、

加
工
技
術
や
販
路
開
拓
な
ど
の
支
援
を

行
い
、
儲
か
る
農
業
の
実
現
に
努
め
る
。

議
員　

国
道
六
号
の
酒
門
町
交
差
点

や
酒
門
六
差
路
交
差
点
は
、
慢
性
的
な

渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
の
整
備

な
ど
の
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

酒
門
町
交
差
点
は
立
体

交
差
形
式
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
当

面
の
対
策
と
し
て
車
線
増
加
が
実
施

さ
れ
た
。
酒
門
六
差
路
交
差
点
に
つ
い

て
は
、
都
市
計
画
道
路
中
大
野
中
河
内

線
を
は
じ
め
と
し
た
周
辺
道
路
の
整

備
状
況
を
勘
案
し
、

整
備
方
針
な
ど
を

水
戸
市
や
国
と
協

力
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城

近
県
県
域
テ
レ
ビ

局
、
私
学
振
興
な

ど
も
質
問
）

議
員　

災
害
が
激
甚
化
す
る
中
、
地
域

の
防
災
士
と
連
携
し
た
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
※1
の
取
り
組
み
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
。
防
災
意
識
向
上
や
避
難
力
強

化
の
た
め
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

普
及
、
防
災
士
と
の
連
携
を
含
め
た
防

災
体
制
の
強
化
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

市
町
村
に
対

し
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
を
働
き
掛
け
る
。
県

防
災
士
会
と
連
携
強
化
し
防
災
訓
練
へ

の
参
加
を
働
き
掛
け
る
な
ど
、
防
災
体

制
の
強
化
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

市
町
村
で
は
空
き
家
対
応
に
苦

慮
し
て
お
り
、
県
に
は
事
務
手
続
き
や

財
政
面
で
支
援
し
て
も
ら
い
た
い
。
空

き
家
の
老
朽
化
対
策
や
利
活
用
の
た
め
、

市
町
村
支
援
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

土
木
部
長　

市
町
村
空
家
等
対
策
連
絡

調
整
会
議
を
設
置
し
、
空
き
家
除
却
に

係
る
事
例
集
や
空
き
家
バ
ン
ク
設
置
手

引
書
な
ど
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
国

の
財
政
的
支
援
制
度
を
周
知
し
、
活
用

を
働
き
掛
け
て
き
た
。
今
後
も
国
と
連

携
し
市
町
村
支

援
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
自

殺
防
止
対
策
、

通
学
路
の
安
全

対
策
な
ど
も
質

問
）

加藤　明良 議員
いばらき自民党
水戸市・城里町選出

分割方式

議
員　

昨
年
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

や
台
風
な
ど
、
災
害
に
伴
い
全
国
で
大

規
模
な
停
電
が
発
生
し
て
い
る
。
他
県

の
事
例
も
教
訓
に
対
策
を
進
め
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

電
力
会
社
と

連
携
し
、
大
規
模
停
電
時
に
復
旧
の
見

込
み
な
ど
の
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に

住
民
な
ど
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

ま
た
、
市
町
村
の
指
定
避
難
所
な
ど
で
、

携
帯
端
末
の
充
電
設
備
の
早
期
配
置
や

非
常
用
電
源
の
導
入
が
進
む
よ
う
、
通

信
事
業
者
や
市
町
村
に
働
き
掛
け
る
。

議
員　

あ
お
り
運
転
は
、
重
大
な
交
通

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
な
犯
罪
行
為
で

あ
る
。
誰
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
対
策
の
強
化
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

県
警
本
部
長　

昨
年
、
車
間
距
離
保
持

義
務
違
反
を
前
年
の
三
・
四
倍
と
な
る

百
三
十
一
件
検
挙
し
た
。
今
後
と
も
、

あ
ら
ゆ
る
法
令
を
駆
使
し
た
厳
正
な
捜

査
や
取
り
締
ま
り
の
ほ
か
、
交
通
安
全

教
育
や
広
報
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
菅

生
沼
周
辺
地
域

に
お
け
る
交
流

人
口
の
拡
大
、

夜
間
中
学
設
置

に
向
け
た
支
援

な
ど
も
質
問
）

議
員　

現
在
、
ひ
た
ち
な
か
市
に
は
分

譲
で
き
る
工
業
用
地
が
な
い
が
、
港
湾

整
備
や
ひ
た
ち
な
か
大
洗
リ
ゾ
ー
ト
構

想
の
進
捗
に
伴
い
、
企
業
進
出
が
見
込

め
る
。
現
状
を
ど
う
認
識
し
、
新
た
な

工
業
団
地
造
成
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

ひ
た
ち
な
か
地
区
は
県
内
有
数

の
開
発
可
能
性
を
持
つ
地
域
で
あ
る
。

今
後
、
未
利
用
の
国
有
地
で
新
た
な
工

業
団
地
を
確
保
し
、
企
業
を
誘
致
す
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。
工
業
団
地
が

確
実
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
市
と
の
連
携

体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
正
利
用
が
さ
れ

ず
に
亡
く
な
っ
た
小
学
生
の
経
験
か

ら
作
ら
れ
た
「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
モ
デ
ル
」

が
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
研
修
時
に

動
画
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介
し
て

欲
し
い
。
教
職
員
や
児
童
生
徒
に
対
す

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
適
正
利
用
の
周
知
普
及
に
、

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

教
職
員
に
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
モ

デ
ル
を
踏
ま
え
た
実
技
を
、
児
童
生
徒

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
を
含
め
た
指
導
を
し

て
い
る
。
今
後
も
同

モ
デ
ル
を
踏
ま
え
Ａ

Ｅ
Ｄ
適
正
利
用
の
普

及
啓
発
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
主
権
者

教
育
の
充
実
、
生
活

困
窮
者
支
援
対
策
な

ど
も
質
問
）

遠藤　　実 議員
県民フォーラム
那 珂 市 選 出  

一括方式

磯崎　達也 議員
いばらき自民党
ひたちなか市選出

分割方式

飯田　智男 議員
自民県政クラブ
常総市・八千代町選出 

一括方式

あ
お
り
運
転
対
策
の
強
化

儲
か
る
農
業
の
推
進

国
道
六
号
の

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
解
消
施
策

防
災
体
制
の
強
化

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
モ
デ
ル
※2

を
活
用
し
た

Ａ
Ｅ
Ｄ
※3
適
正
利
用
の
普
及
推
進

災
害
時
の
大
規
模
停
電
対
策

ひ
た
ち
な
か
地
区
に
お
け
る

新
た
な
工
業
団
地
造
成

空
き
家
対
策
の
推
進

ことば

ことば

※2【ASUKAモデル】…適切にAEDが使われずに死亡した、さいたま市の小学生の事故を教訓に、同市教育委員会が作成した「体育活動時等における事故対応テキスト」の愛称。
※3【AED】…自動体外式除細動器。突然、正常に拍動できなくなった状態の心臓（心室細動など）に対して、正常なリズムを取り戻すために電気ショックを行う医療機器。

※1【マイ・タイムライン】…風水害のときに、個人が避難するために取るべき行動を時系列にまとめたもの。

好調なかんしょ需要を逃さず取り込みを

マイ・タイムライン作成
ワークショップの実施状況

県内有数の開発可能性を持つひたちなか地区

大規模停電対策の推進を（大規模停電が
発生した東日本大震災時の県内の様子）

一般質問（要旨）

９
月
６
日︵
金
︶

加か
と
う藤　
　

明あ
き
よ
し良

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

飯い
い
だ田　
　

智と
し
お男

　
　
︵
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
︶

遠え
ん
ど
う藤　
　
　

実
ま
こ
と

　
　

︵
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

９
月
９
日︵
月
︶

磯い
そ
ざ
き崎　
　

達た
つ
や也　
　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

玉
た
ま
つ
く
り造　
　

順
じ
ゅ
ん
い
ち一

　
　
︵
立
憲
民
主
党
︶

谷や
じ
ま島　
　

洋よ
う
じ司

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
10
日︵
火
︶　

田た
む
ら村　

け
い
子こ

　
　
︵
公　
　

明　
　

党
︶

島し
ま
だ田　
　

幸こ
う
ぞ
う三

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

坂さ
か
も
と本　
　

隆り
ゅ
う
じ司

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
11
日︵
水
︶

江え
じ
り尻　
　

加か

な那

　
　
︵
日
本
共
産
党
︶

豊と
よ
だ田　
　
　

茂
し
げ
る

　
︵
無　
　

所　
　

属
︶

石い
し
い井　
　

邦く
に
か
ず一

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者

議
場
で
の
質
問
の
様
子
は
、

こ
ち
ら
か
ら
録
画
映
像
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
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れ
た
経
験
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、

誰
も
が
共
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
文
化
の
醸
成
に
向
け

た
、
大
き
な
遺
産
と
な
る
も
の
で
し
た
。

　

国
体
に
先
立
ち
九
月
十
日
に
開
催
し
た
「
国
体
・
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
協
議
会
（
会
長
：
川
津
隆
議

長
）」
で
は
、
参
加
す
る
選
手
・
関
係
者
へ
の
激
励
や
、

来
県
す
る
方
々
へ
の
お
も
て
な
し
な
ど
の
留
意
事
項
に

つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
県
議
会
と
し
て
両
大
会

の
成
功
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
各

議
員
は
大
会
期
間
中
を
通
し
て
精
力
的
な
活
動
に
よ
り
、

大
会
の
盛
り
上
げ
と
成
功
と
に
努
め
ま
し
た
。

　

県
議
会
で
は
、
大
会
の
成
果
が
将
来
に
わ
た
っ
て
本

県
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
、
地
域
の
活
性
化
に
生
か
さ
れ

る
よ
う
、
な
お
一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

※2【ビジネスジェット】…企業・団体又は個人が商用目的で利用する航空運送。
※3【スマート農業】…ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用して、超省力・高品質生産を実現する新たな農業。

議
員　

文
化
財
保
護
法
の
改
正
を
受
け
、

保
存
・
活
用
の
方
針
を
示
す
「
文
化
財

保
存
活
用
大
綱
」
の
策
定
と
、
歴
史
館

を
拠
点
に
文
化
・
歴
史
を
活
用
し
た
本

県
の
魅
力
発
信
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長　

現
在
、
大
綱
の
策
定
を
進
め

て
お
り
、
文
化
財
の
保
存
・
継
承
の
ほ

か
、
地
域
振
興
な
ど
に
つ
な
げ
る
方
向

付
け
も
検
討
し
て
い
く
。
歴
史
館
で
は

約
二
万
点
の
民
俗
写
真
資
料
を
デ
ー
タ

化
す
る
ほ
か
、
魅
力
的
な
展
示
方
法
を

検
討
す
る
な
ど
、
充
実
を
図
り
、
本
県

の
魅
力
発
信
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

茨
城
空
港
は
羽
田
空
港
や
成
田

空
港
の
よ
う
な
混
雑
や
発
着
制
限
が
な

い
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
を
誘
致

す
る
に
は
最
適
だ
と
思
う
が
、
所
見
は
。

知
事　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
て
多
く
の
ビ
ジ
ネ

ス
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
飛
来
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。
県
が
茨
城
空
港
の
利
用
を
働
き

掛
け
た
結
果
、
羽
田
空
港
や
成
田
空
港

の
ピ
ー
ク
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て

茨
城
空
港
を
位
置
付
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
今
後
も
国
と
連
携
を
図
り
、
路
線

誘
致
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

東
海
第
二
発
電
所
の
再
稼
働
に

反
対
ま
た
は
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意

見
書
が
市
町
村
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

知
事　

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
、
東
海

第
二
発
電
所
の
安
全
性
や
避
難
計
画
の

実
効
性
へ
の
強
い
懸
念
が
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
た
も
の
と
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の

検
証
と
実
効
性
あ
る
避
難
計
画
の
策
定

に
徹
底
し
て
取
り
組
み
、
県
民
に
的
確

な
情
報
を
十
分
に
提
供
し
、
し
っ
か
り

と
意
見
を
伺
い
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
。

議
員　

富
山
県
で
は
、
障
が
い
者
や
子

ど
も
な
ど
誰
で
も
受
け
入
れ
可
能
な
共

生
型
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
本
県

で
も
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
、
地

域
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
注

目
し
て
い
た
。
今
後
、
富
山
型
を
取
り

入
れ
た
場
合
の
効
果
を
研
究
し
、
国
の

動
向
も
注
視
し
つ
つ
、
多
様
な
主
体
の

連
携
協
働
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
に
向

け
た
市
町
村
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

議
員　

障
害
を
持
っ
た
生
徒
も
健
常
者

と
同
様
に
県
立
高
校
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
環
境
が
必
要
と
考
え
る
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
対
応
し
た
環
境
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
生

徒
の
障
害
の
状
況
な
ど
に
よ
り
必
要
に

応
じ
て
個
別
に
検
討
し
て
い
く
。
多
目

的
ト
イ
レ
は
今
定
例
会
に
補
正
予
算
案

を
提
出
し
、
整
備
を
進
め
る
。
誰
も
が

安
心
し
て
高
校
生

活
が
送
れ
る
よ
う

教
育
環
境
の
充
実

に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
郵
便

局
と
の
連
携
強
化
、

難
聴
児
の
発
達
の

支
援
な
ど
も
質

問
）

議
員　

教
員
の
長
時
間
勤
務
が
全
国
的

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
熱
意
を
持
っ

て
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
当
た
る
た
め

に
も
、
勤
務
環
境
の
早
急
な
改
善
が
必

要
と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

ウ
ェ
ブ
に
よ
る
調
査
や
運
動

部
活
動
指
導
員
の
配
置
な
ど
に
よ
り
、

負
担
軽
減
を
進
め
て
き
た
。
授
業
準
備

に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
教
材
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
焦

点
を
絞
っ
た
学
習
指
導
案
の
推
奨
な
ど

で
授
業
準
備
の

効
率
化
を
図
っ

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
食

の
安
全
性
、
ス

マ
ー
ト
農
業
 ※3

の
推
進
な
ど
も

質
問
）

議
員　

送
電
線
の
空
き
容
量
不
足
に
よ

り
、
県
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
新
規
接
続
が
停

止
さ
れ
た
が
、
今
後
の
県
の
方
針
は
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

新
規
の
設
備
を

速
や
か
に
稼
働
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
送
電
線
の
増
強
策
を

国
に
要
望
し
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
強
靭
化
や
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら

も
重
要
で
あ
り
、
導
入
が
円
滑
に
進
む

よ
う
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、

多
文
化
共

生
、
国
民

健
康
保
険

の
運
営
な

ど
も
質
問
）

議
員　

里
親
委
託
推
進
の
た
め
、
フ
ォ

ス
タ
リ
ン
グ
機
関
 ※1
を
ど
う
整
備
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
茨
城
県
社
会
的
養

育
推
進
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

里
親
の

資
質
向
上
の
た
め
の
里
親
研
修
や
里
親

リ
ク
ル
ー
ト
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

フ
ォ
ス
タ
リ
ン
グ
機
能
を
構
築
し
て
い

く
。
茨
城
県
社
会
的
養
育
推
進
計
画
は

今
年
度
中
に
策
定
し
、
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
実
現
に
向
け
、
里
親
委
託
推
進

な
ど
社
会
的
養

育
の
充
実
に
取

り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
温
暖

化
対
策
の
推
進
、

障
が
い
者
の
就

労
支
援
の
充
実

な
ど
も
質
問
）

玉造　順一 議員
立 憲 民 主 党
水戸市・城里町選出

一括方式

田村　けい子 議員
公　　明　　党
つ く ば 市 選 出

一括方式

東
海
第
二
発
電
所
の

再
稼
働
に
対
す
る
認
識

地
域
共
生
社
会
の
実
現

谷島　洋司 議員
いばらき自民党
石 岡 市 選 出 

一括方式

島田　幸三 議員
いばらき自民党
小 美 玉 市 選 出  

一括方式

誰
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
高
等
学
校
を

目
指
し
た
教
育
環
境
の
整
備

教
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
対
策

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

現
状
と
今
後
の
方
針

里
親
委
託
の
推
進

文
化
・
歴
史
を
活
用
し
た

茨
城
県
の
魅
力
発
信

茨
城
空
港
へ
の

ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
  ※2
の
誘
致

ことば

ことば ※1【フォスタリング機関】…里親養育支援における一連の過程において、子どもにとって質の高い里親養育がなされるために行われる様々な支援をフォスタリング業務という。
フォスタリング機関とは、これらの支援を包括的に実施する機関のこと。

茨城の魅力を発信する歴史館へ

茨城空港のさらなる利用促進を

いきいき茨城ゆめ国体 2019総合開会式の様子

再生可能エネルギーの
円滑な導入を

共生型サービスの推進を
（厚生労働省提供）

一般質問（要旨）
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議
員　

龍
ケ
崎
市
で
は
周
辺
自
治
体
と
、

牛
久
沼
の
周
辺
道
路
整
備
や
に
ぎ
わ
い

の
創
出
な
ど
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
牛
久
沼
を
活
用
し
た
地
域
振
興
の

動
き
に
対
し
県
の
協
力
体
制
や
支
援
は
。

政
策
企
画
部
長　

地
域
振
興
の
取
り
組

み
は
、
そ
の
地
域
を
最
も
よ
く
知
る
地

域
の
方
々
が
主
体
と
な
り
進
め
る
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
で
、
周
辺
五
市
一
町

が
連
携
し
て
取
り
組
む
牛
久
沼
活
用
は
、

ま
さ
し
く
モ
デ
ル
的
事
例
で
あ
る
。
助

言
や
情
報
提
供
な
ど
、
地
元
か
ら
の
要

請
に
応
じ
可
能
な
限
り
支
援
す
る
。

議
員　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、

深
刻
な
環
境
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
業
界
と
連
携
し
た
協
議
会
の

設
置
や
、
代
替
品
の
導
入
促
進
が
必
要

と
考
え
る
が
、
そ
の
対
策
に
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

協
議
会
は
、
設
置
の
必
要
性
も

含
め
て
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
産
業
界
の
意
見
や
役
割
分
担
を

踏
ま
え
、
取
り
組
み
方
策
の
検
討
を
進

め
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

三
月
公
表
の
「
取
手
市
立
中
学

校
の
生
徒
の
自
殺
事
案
に
係
る
調
査
報

告
書
」
で
学
校
と
教
員
の
問
題
点
、
市

教
育
委
員
会
の
対
応
の
違
法
性
が
認
定

さ
れ
た
。
県
も
対
応
を
正
せ
な
か
っ
た

責
任
が
あ
る
。
四
月
に
高
萩
市
立
中
学

校
で
生
徒
が
自
死
す
る
な
か
、
こ
の
調

査
報
告
書
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

調
査
報
告
書
を
教
職
員
一
人

一
人
が
読
み
込
み
、
指
導
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
職
員
な
ど
教

育
に
携
わ
る
者
全
員
が
理
解
す
る
こ
と

で
、
い
じ
め
防
止
に
全
力
で
取
り
組
む
。

議
員　

原
発
直
下
の
地
震
リ
ス
ク
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
の
か
。
原
子
炉
建
屋

内
の
プ
ー
ル
に
残
る
核
燃
料
棒
は
キ
ャ

ス
ク
 ※1

に
移
す
べ
き
で
あ
る
。
地
震
や

テ
ロ
に
伴
う
リ
ス
ク
か
ら
県
民
を
守
る

た
め
廃
炉
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
は
。

知
事　

日
本
原
電
 ※2

か
ら
地
震
の
評
価

を
聴
取
し
、
検
証
結
果
を
県
民
に
示
し

た
い
。
使
用
済
燃
料
は
貯
蔵
施
設
で
長

期
保
管
を
せ
ず
、
計
画
ど
お
り
搬
出
さ

れ
る
よ
う
国
や
事
業
者
に
働
き
掛
け
る
。

再
稼
働
は
県
民
意
見
を
聞
き
判
断
す
る
。

（
ほ
か
に
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
と
支

援
策
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
な
ど
も
質
問
）

議
員　

未
開
通
の
龍
ケ
崎
市
八
代
町
の

竜
ケ
崎
潮
来
線
か
ら
圏
央
道
阿
見
東
Ｉ

Ｃ
ま
で
の
美
浦
栄
線
バ
イ
パ
ス
と
竜
ケ

崎
阿
見
線
バ
イ
パ
ス
の
整
備
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

今
年
度
は
残
る
竜
ケ
崎
潮

来
線
か
ら
八
代
庄
兵
衛
新
田
線
ま
で
の

区
間
の
早
期
供
用
を
目
指
し
道
路
改
良

工
事
を
進
め
る
。
両
バ
イ
パ
ス
は
今
年

度
国
補
助
事
業
の
新
規
採
択
を
受
け
事

業
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
、
同
時
供
用
を

目
指
し
着
実
に
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
利
根
町
道
一
〇
三
号
線
の

整
備
推
進
、

龍
ケ
崎
市

北
竜
台
市

街
地
へ
の

交
番
設
置

な
ど
も
質

問
）

議
員　

県
で
最
初
の
世
界
か
ん
が
い
施

設
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
十
石
堀
」
を

今
後
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

農
業
水
利
施
設
へ
の

県
民
理
解
醸
成
の
た
め
、
登
録
は
大
変

喜
ば
し
い
。「
十
石
堀
維
持
管
理
協
議

会
」
が
市
と
連
携
し
、
文
献
を
研
究
す

る
な
ど
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
結
果
で

あ
り
、
敬
意
を
表
す
る
。
今
後
は
地
元

要
望
に
応
じ
、
土
地
改
良
事
業
で
で
き

る
も
の
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
市
や
協
議

会
が
観
光
振
興
に
活
用
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
関
係
部
局
で
相
談
に
応
じ
る
。

議
員　

水
郡
線
の
Ｓ
Ｌ
定
期
運
行
は
、

県
北
振
興
の
大
き
な
起
爆
剤
と
な
る
。

Ｊ
Ｒ
へ
の
積
極
的
な
支
援
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
実
現
に
向
け
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

水
郡
線
の
Ｓ
Ｌ
定
期

運
行
は
、
多
額
の
費
用
負
担
を
考
え
る

と
沿
線
地
域
に
お
け
る
機
運
醸
成
や
協

力
が
必
要
と
な
る
。
沿
線
自
治
体
と
合

意
形
成
を
図
り
、
Ｊ
Ｒ
と
も
協
議
を
行

い
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

本
県
の
目
指

す
教
育
の
在

り
方
、
県
道

常
陸
那
珂
港

山
方
線
の
整

備
見
通
し
な

ど
も
質
問
）

議
員　

地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
現
場
の

特
性
を
踏
ま
え
た
支
援
体
制
の
も
と
、

在
宅
医
療
の
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

北
茨
城
市
の
家
庭
医

療
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
医
療
機
関
の
連

携
は
、
医
師
の
負
担
軽
減
に
有
効
で
あ

り
、
県
の
取
り
組
み
と
し
て
も
複
数
の

病
院
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
化
を
進
め
た
。

ま
た
、
全
国
で
初
め
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
遠
隔
診
療
の
モ
デ
ル
事
業
も
実
施

し
、
今
後
、
活

用
を
検
討
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
医

師
不
足
対
策
、

最
終
処
分
場
の

建
設
推
進
な
ど

も
質
問
）

ことば ※3【十石堀（じゅっこくぼり）】…北茨城市中郷町を流れる全長13キロメートルの、江戸時代に建設された農業用水路。
※4【世界かんがい施設遺産】…農地に水を供給するかんがいの歴史などを明らかにし、理解醸成を図るとともに、かんがい施設の適切な保全に資するため、歴史的なかんがい施設を認

定・登録する制度。

ことば ※1【キャスク】…原子力発電所で使い終わった核燃料を安全に保管するための特殊な容器。放射線を閉じ込めるため、鉛や金属などで作られている。
※2【日本原電】…日本原子力発電株式会社。原子力発電を専業としている電力会社であり、本県内には、東海発電所（廃止措置中）及び東海第二発電所を所有している。

坂本　隆司 議員
いばらき自民党
龍ケ崎市・利根町選出

一括方式

豊田　　茂 議員
無　　所　　属
高萩市・北茨城市選出 

一括方式

江尻　加那 議員
日 本 共 産 党
水戸市・城里町選出

一括方式

石井　邦一 議員
いばらき自民党
常陸太田市・大子町選出

一括方式

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
問
題

い
じ
め
自
死
調
査
報
告
書
と

教
育
行
政

牛
久
沼
を
活
用
し
た
地
域
振
興

﹁
十
石
堀
﹂ ※3
の

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
 ※4
登
録

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
と
代
替
品

導
入
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

在
宅
医
療
の
推
進

県
道
美
浦
栄
線
バ
イ
パ
ス
等
の

整
備
推
進

水
郡
線
Ｓ
Ｌ
運
行

　

決
算
特
別
委
員
会
（
西
野
一
委
員
長
）
で
は
、
九
月
十

一
日
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
三
十
年
度
茨
城
県
公
営
企
業

会
計
決
算
の
認
定
」
お
よ
び
「
平
成
三
十
年
度
茨
城
県
公

営
企
業
会
計
に
係
る
利
益
の
処
分
」
に
つ
い
て
、
九
月
二

十
四
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
企
業
局
、
病
院
局
、
土
木
部
か

ら
事
業
実
績
な
ど
の
説
明
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
監
査

委
員
に
決
算
審
査
意
見
を
求
め
、
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
九
月
二
十
六
日
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
三
十

年
度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
」
に
つ
い
て
、
閉
会
中
に
委
員
会
を
開
催
し
て
部

局
ご
と
の
審
査
を
行
い
、
次
回
定
例
会
の
委
員
会
に
お
い

て
総
括
質
疑
、
採
決
を
行
う
予
定
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

 3月公表のいじめ
自死調査報告書

地域振興への活用が期待
される牛久沼

平成26年に運行された
「ＳＬ奥久慈清流ライン号」

高校生の議会傍聴を受け入れています
　選挙権年齢の引き下げに伴い、主権者教育の重要性が高まっている中、茨
城県議会では議会改革の一環として、平成27年第４回定例会以降、全ての
定例会で高校生の議会傍聴を受け入れています。教育庁などとの連携の下、
今定例会においても、多くの高校生が県議会本会議を傍聴しました。
（議会傍聴お問い合わせ先：議会事務局議事課 電話：029-301-5634）

本会議での代表質問を傍聴する高校生

本県初の世界かんがい施設遺産
「十石堀（じゅっこくぼり）」

一般質問（要旨）
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文教警察委員会 保健福祉医療委員会

防災環境産業委員会土木企業委員会

営業戦略農林水産委員会 総務企画委員会

問　

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
 ※1

の
候
補
ル
ー
ト
に
選
定

さ
れ
た
。
本
指
定
に
向
け
た
今
後

の
対
応
は
。

答　

県
と
し
て
は
、
国
か
ら
示
さ

れ
た
指
定
要
件
を
概
ね
満
た
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
指
定

に
向
け
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
国

内
外
か
ら
の
観
光
誘
客
に
つ
な
げ

て
い
く
。

問　

老
朽
化
に
よ
り
更
新
期
を
迎

え
る
道
路
や
施
設
な
ど
の
県
有
財

産
に
つ
い
て
、
人
口
減
少
に
よ
る

行
政
需
要
の
縮
小
な
ど
も
想
定
さ

れ
る
。
民
間
と
の
役
割
分
担
や
施

設
の
統
廃
合
も
視
野
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
は
。

答　

人
口
減
少
な
ど
の
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
計
画
的
な
維
持
管

理
や
資
産
総
量
の
適
正
化
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
消
費
税
率
引
き
上
げ

の
影
響
や
使
途
、
Ｔ
Ｘ
県
内
延
伸

の
検
討
の
進
め
方
な
ど
も
質
問
）

問　

土
木
職
員
は
技
術
力
が
非
常

に
重
要
と
思
わ
れ
る
が
、
若
手
技

術
者
の
将
来
的
な
育
成
の
目
標
と

指
導
の
取
り
組
み
は
。

答　

年
間
の
研
修
計
画
に
基
づ
き
、

階
層
別
研
修
や
外
部
機
関
へ
の
派

遣
研
修
を
毎
年
約
七
十
件
実
施
し

て
い
る
。
技
術
力
向
上
と
併
せ
て

先
端
技
術
や
土
木
行
政
へ
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
総
合
的

な
調
整
能
力
を
兼
ね
備
え
た
人
材

育
成
に
努
め
て
い
る
。

問　

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
の
第
一
次
候
補
ル
ー
ト
に

選
定
さ
れ
た
。
市
町
村
も
含
め
た

現
在
の
整
備
状
況
は
。

答　

全
延
長
は
約
百
八
十
㌔
で
あ

る
。
舗
装
は
既
に
完
了
し
、
案
内

標
識
や
路
面
標
示
な
ど
の
進
捗
率

は
関
係
九
市
町
村
で
約
七
十
四
％

と
な
っ
て
お
り
、
令
和
二
年
度
に

は
全
て
整
備
見
込
み
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

設
備
の
防
災
対
策
、
地
元
建
設
業

者
の
育
成
な
ど
も
質
問
）

問　

県
内
の
労
働
力
不
足
を
解
消

す
る
た
め
、
目
標
を
持
っ
て
外
国

人
材
の
受
入
れ
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
外
国
人
材
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
、
現
状
で

十
分
な
の
か
。

答　

外
国
人
雇
用
に
前
向
き
な
企

業
か
ら
採
択
し
た
集
中
支
援
企
業

を
一
貫
し
て
支
援
し
、
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
を
増
や
す
中
で
、セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
も
検
討
し
て
い
く
。

問　

常
総
市
大
規
模
火
災
の
火
元

と
な
っ
た
事
業
者
に
罰
則
や
改
善

命
令
を
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

有
害
使
用
済
機
器
 ※4

の
保
管
を
止

め
る
事
業
者
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　

届
出
義
務
違
反
に
該
当
す
る

が
、
改
善
命
令
や
告
発
は
行
っ
て

い
な
い
。
該
当
事
業
者
四
十
九
社

中
、
二
十
社
が
撤
去
済
み
で
あ
る
。

残
る
十
社
が
保
管
を
継
続
し
、
十

九
社
が
軽
微
な
違
反
が
あ
り
、
撤

去
指
導
や
改
善
状
況
の
監
視
を

行
っ
て
い
る
。 

（
ほ
か
に
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０

へ
向
け
た

取
り
組
み
、

県
地
域
防

災
計
画
の

水
害
避
難

対
策
な
ど

も
質
問
）

問　

あ
お
り
運
転
は
、
極
め
て
悪

質
で
危
険
な
行
為
で
あ
る
。
厳
正

な
対
処
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
対
応
状
況
は
。

答　

あ
ら
ゆ
る
法
令
を
駆
使
し
た

厳
正
な
捜
査
と
取
り
締
ま
り
を
推

進
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
お
り
運

転
を
受
け
た
場
合
の
対
応
や
、
ゆ

ず
り
合
い
運
転
な
ど
、
広
報
啓
発

活
動
や
交
通
安
全
教
育
に
取
り
組

み
、
安
全
安
心
な
道
路
交
通
環
境

の
確
立
に
努
め
て
い
る
。

問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
子
ど
も

の
相
談
事
業
は
、
夏
休
み
明
け
を

含
む
四
十
日
間
を
実
施
期
間
と
し

て
い
る
。
気
軽
に
相
談
が
で
き
、

有
効
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
継
続
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

所
見
は
。

答　

今
年
度
は
実
証
研
究
と
し
て

実
施
し
て
い
る
が
、
一
定
の
効
果

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

し
っ
か
り
と
分
析
の
上
、
拡
充
の

方
向
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。 

（
ほ
か
に
、
大
規
模
災
害
へ
の
対

応
、
学
校
給
食
の
提
供
体
制
の
確

保
な
ど
も
質
問
）

ことば ※3【集中支援企業】…海外での採用活動から受入体制の整備までを一貫して集中的に支援し、先進事例として発信する取り組み。外国人材雇用に意欲的な県内企業のうち、今年度は8社を採択。
※4【有害使用済機器】…テレビ、冷蔵庫などの使用済みの電気・電子機器で、一部が原材料として価値があり、かつ、不適切な保管などにより生活環境などに影響が及ぶおそれがあると

法令で定められたもの。

ことば ※1【ナショナルサイクルルート】…日本を代表し、世界に誇りうるサイクリングルートとして、国内外への情報発信などを強力に展開しようとする制度。一定の条件を満たした
ルートをナショナルサイクルルートとして指定し、国内外にＰＲしようとする取り組み。

※2【外国人材支援センター】…県内企業の人手不足の解消に向けて、外国人材の受入れを促進するため本年四月に設置。外国人材の就職マッチングから生活支援まで一貫した支援を行う。

問　

障
害
者
手
帳
を
カ
ー
ド
化
す

れ
ば
、
汚
れ
に
く
く
耐
久
性
の
面

か
ら
も
意
味
が
大
き
い
が
、
県
と

し
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

答　

カ
ー
ド
形
式
を
選
択
す
る
こ

と
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
優

遇
措
置
を
受
け
る
た
め
の
記
載
が

で
き
な
く
な
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
。
カ
ー
ド
化
に
つ
い
て

は
、
交
付
事
務
を
行
っ
て
い
る
市

町
村
の
意
見
も
踏
ま
え
て
し
っ
か

り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

災
害
拠
点
病
院
は
、
災
害
時

に
停
電
が
起
き
て
も
、
三
日
間
は

病
院
機
能
を
維
持
で
き
る
体
制
を

要
求
さ
れ
て
い
る
が
、
県
立
中
央

病
院
の
現
状
は
。

答　

県
立
中
央
病
院
は
、
通
常
時

の
八
割
程
度
の
発
電
容
量
の
あ
る

自
家
発
電
機
を
保
有
し
燃
料
を
三

日
分
備
蓄
し
て
い
る
。
ま
た
、
水

や
食
料
に
つ
い
て
も
三
日
分
備
蓄

し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
、

あ
す
な
ろ
の
郷
再
編
整
備
な
ど
も

質
問
）

問　

台
風
第
十
五
号
の
被
害
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
補
助
を
予
定
し

て
い
る
か
。

答　

一
定
の
被
害
規
模
の
被
災
農

業
者
に
対
し
、
県
と
市
町
村
が
協

調
し
、
肥
料
や
薬
剤
な
ど
に
補
助

を
予
定
し
て
い
る
。
一
方
で
、
Ｊ

Ａ
の
系
統
融
資
も
無
利
子
で
活
用

可
能
で
あ
る
。

問　

本
県
の
野
生
イ
ノ
シ
シ
に
お

け
る
豚
コ
レ
ラ
検
査
状
況
は
。
ま

た
、
本
県
で
の
豚
コ
レ
ラ
発
生
も

想
定
し
、
危
機
感
を
持
っ
て
、
出

来
る
だ
け
早
く
防
護
柵
設
置
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
野

生
イ
ノ
シ
シ
十
五
頭
の
検
査
を
実

施
し
、
全
て
陰
性
で
あ
っ
た
。
農

畜
産
業
振
興
機
構
事
業
を
活
用
し

た
防
護
柵
設
置
に
つ
い
て
は
、
県

の
予
算
成
立
前
に
着
工
し
た
も
の

も
補
助
す
る
。

（
ほ
か
に
、
か
ん
し
ょ
の
生
産
体

制
強
化
と
輸
出
促
進
、
農
業
用
ハ

ウ
ス
強
靭
化
緊
急
対
策
事
業
に
つ

い
て
な
ど
も
質
問
）

レンタサイクル施設の整備も進む
つくば霞ヶ浦りんりんロード

（写真はりんりんスクエア土浦の様子）

湖面がきらめくつくば霞ヶ浦りんりんロード

いばらき子どもＳＮＳ相談の継続を

インドネシア人を対象とした本県就労セミナー
の模様（インドネシア・ジャカルタ）

県立中央病院での防災訓練

台風第15号被害を受けたハウスを
視察する委員の様子（水戸市）

常任委員会の審査から
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
取
り
組
み
を
推
進
す
る

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
指
定
に
向
け
た
対
応
は

取
り
締
ま
り
の
強
化
や
広
報
啓
発
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る

あ
お
り
運
転
へ
の
対
応
状
況
は

階
層
別
研
修
や
外
部
へ
の
派
遣
研
修
を
実
施
し
て
い
る

土
木
部
技
術
職
員
へ
の
技
術
継
承
の
取
り
組
み
は

交
付
事
務
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く

障
害
者
手
帳
の
カ
ー
ド
化
に
向
け
た
県
の
考
え
は

肥
料
や
薬
剤
な
ど
に
対
す
る
補
助
を
予
定
し
て
い
る

台
風
第
十
五
号
被
害
に
ど
の
よ
う
な
補
助
が
さ
れ
る
か

集
中
支
援
企
業  ※3
へ
の
支
援
を
継
続
し
機
能
強
化
も
検
討
し
て
い
く

外
国
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
  ※2

の
機
能
は
現
状
で
十
分
か
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岡
田
拓
也
委
員
︵
自
民
︶　

歩
行
者
が
い
る

横
断
歩
道
で
の
一
時
停
止
は
遵
守
す
べ
き
交

通
法
規
で
あ
る
。
そ
の
認
知
改
善
の
た
め
、

運
転
免
許
証
更
新
時
の
指
導
も
徹
底
す
べ
き
。

ど
の
よ
う
に
周
知
・
指
導
し
て
い
く
の
か
。

警
察
本
部
長　

運
転
者
の
横
断
歩
道
で
の
交

通
ル
ー
ル
遵
守
は
歩
行
者
安
全
確
保
の
た
め

重
要
で
、
昨
年
、
一
時
停
止
義
務
等
違
反
を

五
百
五
十
二
件
検
挙
し
た
。
取
り
締
ま
り
や

免
許
更
新
時
講
習
を
通
じ
、
横
断
歩
道
通
過

時
の
義
務
の
遵
守
を
周
知
・
指
導
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
文
化
拠
点
と
し
て
の
ザ
・
ヒ
ロ

サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
の
活
用
な
ど
も
質
問
）

二
川
英
俊
委
員
︵
県
民
︶

ひ
た
ち
な
か
大

洗
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
推
進
に
当
た
り
、
地
域

と
の
調
整
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
出
て

く
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

今
般
、
「
ひ
た
ち
な
か
大

洗
リ
ゾ
ー
ト
構
想
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し

た
。
新
た
な
ホ
テ
ル
誘
致
な
ど
、
地
元
と
の

調
整
が
必
要
な
場
合
に
は
、
協
議
会
な
ど
を

活
用
し
、
構
想
の
推
進
に
向
け
、
既
存
資
源

の
磨
き
上
げ
や
新
た
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
内
中
小
企
業
の
人
手
不
足
の

解
消
や
技
術
な
ど
の
活
用
に
向
け
た
県
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
質
問
）

江
尻
加
那
委
員
︵
共
産
︶　

学
校
給
食
の
主

食
で
あ
る
米
飯
・
パ
ン
・
麺
製
造
業
者
の
廃

業
が
相
次
ぎ
、
他
県
か
ら
納
入
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
本
県
が
取
り
組
む
食
育
の
土

台
と
な
る
主
食
安
定
供
給
の
た
め
に
給
食
費

へ
の
補
助
を
実
施
し
て
欲
し
い
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

市
町
村
実
施
の
給
食
へ
の
財
政
支

援
は
、
他
県
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
た
検
討
が

必
要
。
市
町
村
に
業
者
負
担
軽
減
策
を
働
き

掛
け
、
既
存
補
助
金
情
報
な
ど
を
提
供
し
つ

つ
安
定
し
た
主
食
提
供
を
支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
台
風
第
十
五
号
に
よ
る
農
業
被

害
支
援
と
豚
コ
レ
ラ
対
策
な
ど
も
質
問
）

豊
田
茂
委
員
︵
無
所
属
︶　

十
石
堀
を
Ｐ
Ｒ

し
、
県
北
地
域
の
観
光
の
目
玉
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
観
光
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

歴
史
ツ
ア
ー
の
設
定
や
自

然
・
景
勝
に
優
れ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
の
連

携
な
ど
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
観
光
資
源
と
し

て
活
用
し
て
い
け
る
と
考
え
る
。
効
果
的
な

Ｐ
Ｒ
手
法
を
検
討
す
る
な
ど
、
市
や
関
係
団

体
な
ど
と
も
連
携
し
、
当
地
域
の
観
光
誘
客

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
遠
隔
医
療
の
推
進
、
県
天
心
記

念
五
浦
美
術
館
の
空
調
設
備
改
修
も
質
問
）

山
野
井
浩
委
員
︵
自
民
︶　

日
本
酒
の
酒
造

は
本
県
の
重
要
な
伝
統
産
業
の
一
つ
だ
が
、

振
興
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

産
業
戦
略
部
長　

産
業
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
技
術
支
援
や
県
独
自
の

「
常
陸
杜
氏
」※
の
育
成
な
ど
に
よ
り
品
質

向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、
い
ば
ら
き
地
酒
バ
ー

の
活
用
に
加
え
、
地
酒
ソ
ム
リ
エ
、
地
酒
提

供
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
な
ど
の
認
証
制
度
を
創
設

し
県
酒
造
組
合
な
ど
と
連
携
し
て
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
と
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ム
ス
リ
ム
誘
客
に
向
け
た
整
備
、

茨
城
空
港
の
貨
物
便
推
進
な
ど
も
質
問
）

八
島
功
男
委
員
︵
公
明
︶　

つ
く
ば
霞
ヶ
浦

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
候
補
選
定
を
受
け
今
後
の
Ｐ
Ｒ
は
。

政
策
企
画
部
長　

ル
ー
ト
の
本
指
定
に
よ
り

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

国
に
お
け
る
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
作
成
な
ど
の

取
り
組
み
と
連
動
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客

の
視
点
に
立
っ
て
、
観
光
案
内
看
板
の
設
置

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、
ガ

イ
ド
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
造
成
な
ど
、

誘
客
の
仕
掛
け
を
強
化
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
農
業
の
担
い
手
支
援
策
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
な
ど
も
質
問
）

星
田
弘
司
委
員
︵
自
民
︶　

国
体
開
催
で
得

た
も
の
を
茨
城
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
ど
う
生

か
す
の
か
。
ま
た
、
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
関
連
に
特
化
し
た
組
織
、
ス
ポ
ー
ツ

部
を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

国
体
開
催
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
に
繋
が
る

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
発
掘
・
育
成
に
取
り
組
む
。

ス
ポ
ー
ツ
の
専
属
組
織
は
、
総
合
計
画
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
や
次
年
度
の
予
算
編
成
の

議
論
と
併
せ
て
必
要
性
を
含
め
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
、
Ｔ
Ｘ
研
究
学

園
エ
リ
ア
の
渋
滞
対
策
な
ど
も
質
問
）

加
藤
明
良
委
員
︵
自
民
）　

豚
コ
レ
ラ
へ
の

対
策
は
、
被
害
が
出
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
で

あ
る
。
早
急
に
、
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

隣
接
す
る
埼
玉
県
で
の
発
生
を
重
く

受
け
止
め
、
今
後
と
も
積
極
的
に
情
報
収
集

を
進
め
な
が
ら
、
生
産
者
の
意
見
を
十
分
踏

ま
え
た
上
で
、
本
県
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
国
に
要
望
す
る

な
ど
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
台
風
第
十
五
号
の
農
業
被
害
に

対
す
る
県
の
対
応
に
つ
い
て
も
質
問
）

お知らせ
　次回の、令和元年第4回定例会は、12月4日から
20日までの17日間の会期日程で開催される予定です。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
ま
し
た

　

代
表
質
問
者
一
覧（
二
面
）、
一
般
質
問
者
一
覧

（
四
面
）及
び
予
算
特
別
委
員
会
質
問
者
一
覧（
八

面
）に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
か

ら
質
問
な
ど
の
録
画
映
像
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

ことば ※【常陸杜氏】…酒造りにおける技術者育成やブランド力の向上を進めるため、県と県酒造組合が連携し、今年度新たに創設した認証制度。11月に本県初となる常陸杜氏３名が認
証される予定。

9月20日に行われた予算特別委員会の様子

９
月
20
日︵
金
︶

岡お
か
だ田　
　

拓た
く
や也

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

二ふ
た
か
わ川　
　

英ひ
で
と
し俊

︵
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

江え
じ
り尻　
　

加か

な那
︵
日
本
共
産
党
︶

豊と
よ
だ田　
　
　

茂
し
げ
る

︵
無　
　

所　
　

属
︶

山や
ま
の
い

野
井　
　

浩
ひ
ろ
し

　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

八や
し
ま島　
　

功い
さ
お男

︵
公　
　

明　
　

党
︶

星ほ
し
だ田　
　

弘こ
う
じ司

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

加か
と
う藤　
　

明あ
き
よ
し良

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者

予 算 特 別 委 員 会

月日 曜 議 事 予 定

12.  4 水 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

5 木 休会（議案調査）

6 金 休会（議案調査）

7 土
8 日

9 月 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

10 火 本会議（一般質問・質疑）

11 水 本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）

12 木 休会（委員会審査準備）

13 金 休会（常任委員会）

14 土
15 日
16 月 休会（常任委員会）

17 火 休会（決算特別委員会）

18 水 休会（産業の育成・振興に関する調査特別委員会）

19 木 休会（議事整理）

20 金 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

質問の録画映像
は、こちらから
ご覧になれます




